
　本市は、豊かな自然や快適な環境を背景に、これまで製造業の事業拡大による設備投

資や企業立地等による雇用の創出、持続可能な地域づくりやコンパクトなまちづくりに

向けた社会インフラの整備等、地方創生への取組を着実に進めてきた結果、全国的な少

子高齢化や人口減少等が進行する中、昨年、過去最多の人口を記録するなど、人口の微

増傾向を維持してまいりました。

　しかしながら、我が国を取り巻く社会経済環境はめまぐるしく変化しており、近年の

自然災害、感染症等の危機管理への対応や技術革新に向けた事業展開、人口の地域間バ

ランスの是正等、本市が抱える課題を克服するためには、「暮らしの安全・安心対策の充実・

強化」や「産官民による魅力あるまちづくりの推進」による様々な政策実現が強く求め

られております。

　このような状況の中、本市が抱える様々な課題を総合的に解決し、住みよいまちを将

来につないでいくため、今後10年間のまちづくりの指針となる「下松市総合計画」を

策定いたしました。

　本計画では、「自立と個性の発揮」、「市民参加と協働の推進」、「『もの』と『心』の調和」、

「柔軟性と先見性の向上」をまちづくりの基本的な考え方や姿勢として掲げ、本市に関わ

る全ての人や組織・事業者などが主体となり、「市民力」、「地域力」、「産業力」を結集し

た官民協働による「オール下松」の精神で知恵と力を出し合い、より良いまちにしてい

くことを目指しております。

　今後とも、将来都市像である「都市と自然のバランスのとれた住みよさ日本一の星ふ

るまち」の実現に向け、さらに住みよさを実感していただけるよう努めてまいりますので、

一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

　結びに、本計画の策定にあたり、多大なご尽力を賜りました下松市総合計画審議会の

皆様をはじめ、ご意見、ご指導をいただきました関係各位に対しまして、心から厚くお

礼申し上げます。

　令和３年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下松市長

下松市民憲章
　　　わたくしたち　下松市民は
　　　英知と　友愛と　勇気をもって

きまりを守り　　　　明るいまちをつくる
花と緑を愛し　　　　美しいまちをつくる
スポーツに親しみ　　健やかなまちをつくる
生産に励み　　　　　豊かなまちをつくる
若い力を育て　　　　伸びゆくまちをつくる
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